
在宅医療推進委員会 委員長 伊与木 増喜 

高知市医師会における在宅医療の取り組み 

平成26年１月1９日（日） 



  

  高知市医師会では、地域医療連携の
再編と介護を包含した包括的なシステム
構築を行い、在宅医療が円滑に遂行でき
るよう、また医療者・介護者のボトム
アップを図るよう活動している。 

要  旨 



在宅医療に対する取り組み 
 

 

１.地域医療カンファレンスの開催 

 

２.在宅医療推進のための支援策（ネットワーク事業） 

 

３. 訪問看護ステーションの運営 

    （在宅医療の実践と推進） 
 

   



医療・介護・保健福祉の連携推進、知識と質の向 
上を目的とする。 
 

・高知市医師会地区内を5分割、5地区にて、年2～3
回それぞれ開催している(実行委員会の設置） 

 （東・西・南・北に配置されている高知市高齢者支
援センター、土佐市地域包括支援センターを中心に
して開催） 

・出席者：医師、歯科医師、看護師、保健師、ケア
マネ、ＳＷ、ＭＳＷ、ＣＷ、介護職、ＰＴ、ＯＴ、
栄養士、薬剤師、行政、事務職、民生委員、警察、
消防署等関係者 平均参加者：約100名/1回 

・平成25年12月迄 合計59回開催、延4,260名参加 

地域医療カンファレンスの開催 



①地域医療カンファレンス参加者数一覧 

地区名 開始年 回数 延べ参加者数 平均参加者数   

北部地区 Ｈ17 23 2,646 115  年3回（9年目） 

西部地区 Ｈ23 9 1,380 153   〃 （3年目） 

南部地区 Ｈ21 10 761 76  年2回（5年目） 

東部地区 Ｈ23 3 258 86  年1回（3年目） 

土佐市地区 Ｈ20 14 1,139 81  年2.5回（6年目） 

計   59 6,184 105    



NO テーマ 回数 NO テーマ 回数 

1 多職種連携 10 20 緩和ケア・ホスピス 2 

2 介護保険制度と在宅医療制度 8 21 摂食・嚥下障害 2 

3 認知症 6 22 成年後見制度 2 

4 
退院時カンファレンス（模擬カンファレン
ス）・退院調整・退院時支援 

6 23 地域包括ケア 3 

5 リハビリテーション、訪問リハビリ 5 24 災害医療対策 2 

6 高齢者支援センター・地域包括支援センター 6 25 病院と介護施設との連携 1 

7 服薬管理・薬剤師 5 26 急性期・回復期・維持期の症例 1 

8 ターミナル・看取り 4 27 パーキンソン 1 

9 デイサービス 4 28 高位頚髄損傷 1 

10 口腔ケア・歯科医師 4 29 在宅での胃ろう 1 

11 地域での拠点病院との連携 4 30 時間外緊急対応 1 

12 地域の取り組み 4 31 東日本大地震での支援活動 1 

13 在宅医療（介護）ネットワーク 3 32 転倒予防 2 

14 機能強化型在宅療養支援診療所・診療連携 3 33 排尿障害、オムツ 1 

15 高齢者虐待 3 34 介助法 1 

16 障害者自立支援 3 35 脱水 2 

17 身体拘束 2 36 孤独死 1 

18 特養、ユニットケア 2 37 廃用症候群 1 

19 脳内出血 2 38 栄養管理 1 

②地域医療カンファレンスで取り上げたテーマ一覧 



NO 職種 回数 備考  NO 職種 回数 備考 

1 医 師 45     12 歯科医師 5   

2 行 政 21 

保健所、健康づくり課、高
齢者支援センター、高知県、
土佐市（医師・事務職・保
健師5名） 

  13 薬剤師 5   

3 ケアマネ 19     14 民生委員 5   

4 看護師      17 病院・施設・事業所   15 歯科衛生士 4   

5 訪問看護 15     16 福祉用具事業所 4 アイコ、フクダ、石本産業 

6 Ｐ Ｔ 11     17 言語聴覚士 2   

7 Ｓ Ｗ 11 ＭＳＷ・ＣＷ含む   18 司法書士 2   

8 施設管理者 11 
特養、デイ、通所介護、有
料老人ホーム、小規模多機
能、ＧＨ、障害者支援施設 

  19 介護・社会福祉士 1   

9 ヘルパー 9     20 管理栄養士 1   

10 その他 7 
大学、エレパ、事務、いの
ちの電話、アテラーノ旭、
市社協 

  21 警 察 1   

11 Ｏ Ｔ 6       計 172   

③地域医療カンファレンスでの演者内訳一覧 



○居宅での療養を希望する患者さんと家族が安心して在宅
療養出来るように地域で一体となり、365日24時間、在
宅医療介護を提供できる支援体制づくり。 

○主治医の在宅医療を支援 

 （不在時の対応や協力専門医による助言、緊急時の病床  

  確保→一人の医師を多数の医師が支える→負担軽減） 

○在宅医療にかかわる多職種間の円滑な連携を推進。 

○地区内での診診・病診・病病連携を推進。 

○在宅医療に関する研修会等を開催し、質の確保と向上 

〇モデル事業として一部地区（高知市北部地区）にて「高
知北在宅医療介護ネットワーク」を運用 

在宅医療推進のための支援策 



在宅主治医・在宅副主治医の斡旋 
   ○病院からの依頼（在宅療養希望患者さんの退院時） 

  ○ケアマネジャーからの依頼 

  ○行政(高齢者支援センター）からの依頼 

在宅主治医への協力 
   ○在宅副主治医の斡旋 

  ○協力専門医の紹介 

  ○後方支援病院・有床診療所の紹介（ﾊﾞｯｸﾍﾞｯﾄﾞの契約） 

  （主に在宅移行前の病院、地区内の病院、有床診療所） 

  ○在宅サービス事業所の紹介（居宅・訪看・訪ﾘﾊ・ﾍﾙﾊﾟｰ等） 

  ○訪問薬剤師の紹介 

  ○訪問歯科医師の紹介 

  ○在宅診療一般についてアドバイス 

メーリングリストの作成と活用 
  ○クローズなリストと情報交換 

②高知北在宅医療介護ネットワーク事務局の役割 



 

 

強化型在宅支援診療所 
 

  高知市西部地区を中心とした在宅支援診療所と在宅
支援病院のネットワーク構築 

 

  その他の在宅支援診療所も独自にネットワーク構築 



○高齢者が住み慣れた地域で生活を維持できるように地域全体
で総合的に支えれる環境整備 

○在宅医療介護サービスの一貫性・連続性のあるサービス提供
と予防への取り組み 

○地域包括ケアシステムの体制づくりと確立 

  在宅医療・介護の充実と連携強化 

○24時間、365日対応出来る各種事業所の確保 

○在宅医療・介護・福祉の人材確保と養成、資質向上。 

○在宅主治医と介護者の負担軽減 

在宅医療介護サービスの課題 









高知市医師会の今後の取り組み 

   

  高知市の特性からみても、高齢者は一人暮らしや
夫婦のみの世帯が多い。また介護者となる家族は共
稼ぎが多く、家庭介護力が弱い。 

  高齢者や家族が安住できるように、地域で支える
支援体制の早急な整備が望まれる。 

  現在実施している在宅医療推進事業が今後も継続
発展するように取り組んでいく。 







高知市医師会 

「在宅医療シンポジウム」 

平成26年2月13日（木） 


